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４月７日(火)、令和２年度がスタートしました。新年度を迎えるに当たって、ほぼ毎日、

新型コロナウイルス感染症への対応を職員間で協議しながら、ようやくこの日を迎えるこ

とができました。

始業式では、伊里中学校の学校教育目標「自分自身に誇りを持ち、自他を尊重し、未来

を切り拓く人間の育成」のために３つのことを意識して生活してほしいと話しました。

① 学びの見える化･･･授業に臨む生徒の姿、家庭での学習習慣づくり

② 秩序の見える化･･･笑顔で自らできるあいさつ、みんなが気持ちよく生活できる

環境づくり

③ 貢献の見える化･･･自分の力を人のために尽くす学級・生徒会活動・学校行事

地域行事への積極的な参加、ボランティア活動

「学び・秩序・貢献」の３つを意識して、充実した学校生活を送られるようしっかりと

サポートしていきます。

１１年間に渡ってこの伊里中学校を支えてくださった、ふれあい学級（学校評議員）の

４名のみなさんがこの度ご卒業されることとなりました。

そこでお世話になった 梅延正武さん、玉野義文さん、宮本國昭さん、小林建夫さんへ

の感謝の気持ちを伝えるため、「ふれあい学級卒業式」を行いました。

生徒たちは、お礼の言葉を伝えるとともに、卒業されるみなさんからの心のこもったメ

ッセージを真剣な表情で受け止めていました。

また、今年度から新たにふれあい学級に参加

してくださる 青山求さん、川崎尋行さん、

花岡由美子さんと引き続き参加してくださる

武本満子さんも出席していただきました。

伊里中学校は、地域の方々からの温かい支援

に支えられています。また、生徒たちも地域の

様々な行事にボランティアとして積極的に参加

していると聞きます。今後も学校・家庭・地域

の協働により、生徒たちの健やかな成長を育み

たいと思います。 卒業されるふれあい学級のみなさん


